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図 1:不安定多様体の解析解と3つの数値
解Oパラメータはe-0.30,rc-1.0.
● Discussions
本研究は､これまでに得られていた2次元シンプレクティツタ写像に対する手法の4次元への拡張であ
る｡一般に､2Ⅳ次元シンプレクティツタ写像は(〟+1)自由度ハミルトン系のポアンカレ写像のモデル
という意味を持つため､この拡張により3自由度ハミルトン系の解析が可能になる事が期待される｡今後は
上に挙げたような､明らかな高次元効果の期待される系にこの手法を拡張する予定である｡
[1】V･HakimandK･Mallick,Nonlinearity,6(1993)57-70;A･Tobvis,M･TsuchiyaandC.J雌 ,
preprint(1996);K･NahmuraandM･Hamada,J･Phys.,A29(1996)7315-7327.
【2】平田書博,修士論文(1997)
Ic'皿ailaddre田:yhirata◎allegro･phy8･nagOya-u･aJ:Jp
-623-
